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このリストの書籍をご希望の方は、
同封の振替用紙の通信欄でお申し
込み下さ 、ヽ書籍代は送料共でお振
り込みくださいますようお願い致
します。
ご注文の本の定価の合計額に、下の

表の送料を合わせてお送り下さし、
なな お電話でのご注文も受け付け
ています。

卸m円以下の場合    獅 円
13)1円″卸m円の場合  4CXl円
3J∞1円″卸∞円の場合  卿 円

軍阻 円4QCm円の場合  600円
loメ∞1円以上の場合    知 円

デイアで描かれる女性像など。日本の女性問題の年表

も便利。英語を学ぶ学生たちのテキス トに最適の書。

『女性学と政治実践』女性学研究第2号

女性学研究会編 勁草書房 1992年 12月  2575円
塩田咲子と棚沢直子の二論文が面白い。前者は80年代

「主婦フェミニズム」が、主婦 (被扶養の妻)に とど

まる限り、社会の性支配システムを変革しえずに終

わったと指摘する。後者は「日本にあってフランスに

ないもの=高学歴主婦」、「フランスにあって日本にな

いもの=女性思想家」と断言する。私は私自身の言葉

を書く。体験をわかりやすく一般化する。女を切り口

にして日本を分析 し、思想をつくる作業を、と刺激的

に呼びかける。

『女性の呼び方大研究一ギヤルからオバさんまで』

遠藤織枝編 三省堂 1992年 11月  1600円
現代日本の社会には「おまえ」「奥さん」「おばさん」

「お嬢さん」など、女性に対する呼び名がたくさんあ

る。それらを単なる愛称とみるのか、個人よりも役割

を尊重する社会のあらわれとみるのか。本書は「女性

の呼び方」が女性への性的役割の押 しつけの一つに

なっているという視点にたち、女性を東ねようとする

言葉の背景を探る。好きだから「おまえ」なんて/愛
される理由が「お嬢さん」なんて/結婚すると名前が

なくなるなんて他。

『新 。現代女性の意識と生活J

神田道子 木村敬子 野口具代

日本放送出版協会 1992年 12月  890円
女子教育問題研究会の調査など豊かな統計データの分

析から、女性のライフスタイルの変化を追った書。家

庭も職業も社会活動もという三次元型の生き方をする

ウイメンズブ ック最新刊

[女性問題とは ?]

『アイドル時代の神話 完結編』 小倉千加子

朝日新聞社 1992年 11月  1200円

「朝日ジャーナル」誌に連載していたものをまとめた

PART I、 Ⅱに続く完結編。心理学を武器に、フェミ
ニズムからアイ ドルを分析する著者の芸が「朝日

ジャーナル」誌の休刊とともに消えるのは惜しい。サ

ラ・パレツキーの描 く女性探偵、V・ I・ ウォーショー

スキー論、“東京ラプス トーリー"の鈴木保奈美論が

興味深い。

『NHKスペシャル新 。日本人の条件 3

-決断した女たち』

NHK新 。日本人の条件プロジェクト

日本放送出版協会 1992年 12月  1200円
「不法滞在」の壁を前に、あえて外国人労働者と結婚

する日本女性。均等法施行後 6年、総合職の女性たち

が次々に会社を辞める理由。彼女たちの決断は、男た

ちには一見身勝手にみえる。だ力`彼女たちに共通する

キーワードは「人にどう思われるかではなく自分がど

う思うかで生きていくこと」。その選択を通して日本
の偽りの国際化や、変わらない男女分業論が鮮やかに

写し出される。

『JAPANESE WOMEN NOW』
Englsh Discussion Society編

松香堂書店 1992年 12月  1400円
これまで日本女性の現況を伝える英語の本はほとんど

なかった。ここ20年の間に、日本でも大きく変化した

女性をめぐる問題を、わかりやすく今日的に英語で説

明している。結婚観や家族観の変化、性と心と体、働

く女性たち、社会活動、固定的性役割の変化、マスメ
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「両手を広げた女性たち」のイメージが浮かび上がる。

これからの女性の生き方は四つの自立 (精神的自立、

経済的自立、生活的自立、性的自立)を基本にした「個」

としての関係が必要なことを提言する。

『生物学が運命を決めたとき一ワイマールとナチスド

イツの女たち』
レナード・プライデンソール他 近藤和子訳

社会評論社 1992年 11月  4120円
ワイマール共和国とナチスドイツ時代、女の体をめぐ

る国家管理が、どんなに劇的に政治操作され、恐ろし

い方法で解決されていったかを解き明かす。左翼や女

性運動よりも右翼の方が巧みに女たちの「個人的なこ

と」を政治化してきた。フェミニズムのうちにある危

険性も指摘する。「生物学が運命を決めたとき」のキー

ワー ドは性と “人種"。 現代を再考させる労作。

『やわらかいフェミニズムヘー大庭みな子対談集』

大庭みな子 吉原幸子 吉田ルイ子 水田宗子他

青土社 1992年 11月  2200円
思想としてのフェミニズムが体の中で消化され、血と

なり肉となった時、女性は真の表現者として輝 くので

はないだろうか。本書はそんな九人の女性表現者と、

大庭みな子氏との対談集。

『リブ私史ノートー女たちの時代から』

秋山洋子 インパクト出版会 1993年 1月  2000円
一人ひとりの女が自分のリプの時代を生きた、その一

人分の記録。リプの中で、これはわたしのことだと思

い、さがし求めていたものに出会った女たちが、こん

なにも、そして意外なところにもいるのだと改めて思

う。著者はウルフの会のメンバー。リブ周辺の女たち

をいきいきとていねいに描く。リプを語る熱い思いが

伝わってくる、とっておきの一冊。

『わがままの哲学一わたしのことはわたしが決める』

若尾典子 学陽書房 1992年 12月  1400円
女と男の関係はいつも個人的。その関係に女と男の力

関係が入り込む。男の価値観で女が分けられ、男の思

惑から外れる女は「わがまま」と非難される。女たち

よ、もう一歩踏み出そう。そうすると何かが変わる。

居心地もよくなると著者は呼びかける。「いやなもの

はいや。わたしのことはわたしが決める」わがままの

哲学が、わかりやすく書かれたおすすめの一冊。

『わたしたちのフェミニズムー落合恵子と日本の女た

ち』

河地和子 講談社 1992年 12月  1800円
落合恵子の小説の魅力は、女が女であることに誇りを

持ち、たとえ傷ついても自分を生き、新たな出発をす

る女たちを描くからだという。あたりまえの女の経験

を読者と共有する落合恵子に、日本のフェミニズムの

広が りをみる。日本や外国の他の女性作家の作品もク

ロスさせ、変わりつつある女たちを描き出す。おしゃ

れな表紙がうれしい。

[女性と仕事]

『現役です70歳一働ける体を誉めてしまう』

谷辺葉子 ユック舎 1992年 10月  2060円

女が「親のため、夫のため、息子のためそしてお国の

ため」にと生きなければならなかった時代。そんな中

でも自己を捨てずに生きてきた女たちがいた。第二次

世界大戦を経験し、今にいたるまで現役で働き続けて

きた13人の女たちの語 りを通してみえてくるのは、

「自分の生を生きている人の輝き」。どんな時代にも

力強く生きてきた女たちがいることを知るのは、明日

を生きる力になる。

『素敵なヘルメットー職域を広げたアメリカ女性た

ち』      モリー・マーテイン 原 美奈子訳

荻原みどり監修 現代書館 1992年 10月  1700円

ブルーカラー職についているアメリカ女性たちの体験

記。ここに登場する女性たちの職種は、 トラック運転

手、大工、消防士など14種類。編者自身、電気工とし

て働いている。「男の仕事」とされてきた領域に踏み

込んだ女性たちに共通 している悩みは「嫌がらせ」。

その中を切り抜ける方法は大声で怒鳴りかえしたり、
ユーモアでかわしたりと、一人一人違う。女性が「性

別による職種分け」にこだわらず、普通に働くことが

いかに画期的なことかが見えてくる一冊。

『ハウスワイフはライター志望―私の再就職物語』

森 恵子 社会思想社 1992年 11月  1600円
「何かしたい、働きたい」と思う主婦たちは多い。公

民館の講座に通い、同じ志をもつグループも生まれる。

彼女たちが再就職するには、まず主婦のサビ落としが

必要。ハウスワイフをしながら、子どもを気づかいな

がら一歩踏み出し、オン・ザ 。ジョブ・ トレーニング

でライター志望を実現していく物語。

『ワーキングウーマンのサバイパルガイド

ー働 く女性が落ちこみそうになった時読む本』

福沢恵子 学陽書房 1992年 12月  1400円
『私たちの就職手帖』初代編集長の著者が、働く女性

におくる元気ブック。「自分の仕事を持ち、収入を得

ている」女性が増えたとはいっても、ビジネス社会は

今も男性の世界。「女の子」として補助職に閉じこめ

られたり、普通に仕事をしようと思えば「男並みの頑

張り」と「女らしい気配り」を要求されたり。働きな

がら「モヤモヤ」した不満を感じている女性は少なく

ないはず。本書にはそんな「モヤモヤ」を粗末にする

ことなく、自分を肯定しながら生きていくためのヒン

トが満載。イラストは「朝日ジャーナル」などでおな

じみの佐々木さとみさん。

[女性論 、エ ッセイ ]

『アマジネスのように』
中島 梓 集英社 1992年 11月  1300円

“乳ガンを宣告されたことも含めてすべてが私の人

生"と いうポジテイプな意志で貫かれた闘病記。「私

はアマゾネスのように片方しか乳房がない女戦士…こ
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れからはもっとほとばしるように生きるだろう」と著

者は語る。その徹底した自己肯定は少々重くもある。

しかしそれは逆に乳ガンが、この社会の中で女性一般

に与えているダメージの強さゆえなのだろう。

『ドイツの母より 娘へ』
エミーリエ 。プラーハ ベルギット・フォルクハマー

伊藤美奈子他訳 あむすく 1992年 4月  2900円
1939～45年のドイツで書かれた母から娘への手紙集。

イギリスに亡命させた娘に、届くあてのない手紙を書

き続ける (原題は「もしこの手紙がとどいたら」)。 激

化する戦争の陰で、祖父母や猫たちの、こまごました

日常生活がつづられる。それはどんな激しい言葉より

も反戦への強い思いを伝えている。

[女性史 ]

『科学史から消された女たち
一アカデミー下の知と創造性』

ロンダ・シービンガー

小川具理子 藤岡伸子 家田貴子訳 工作社

1992年 10月  4944円

原題は「知性に性差なし ?」 。著者は問題の立て方を、

女性が科学に向いているかどうかではなく、「なぜ〈私

たちが知っている》女性の科学者がこんなにも少ない

のか」と設定する。そして科学や哲学が、“純粋に客

観的な立場"を装いながら、ジェンダーの補完性を政

治的につくりあげてきた歴史を追求する。ジェンダー

と科学の関係を掘 り下げる、貴重な労作。

『共生への航路 かながわの女たち'45～ '90』

神奈川県立かながわ女性センターかながわ女性史

編集委員会編 ドメス出版 1992年 11月 3399円

かながわ女性センター会館十周年の記念の書。戦後の

歴史を、神奈川の女たちの「地方」と「女性」の視点

から検証する。とりわけ「読む年表」がうれしい。こ

れまで日にとまらなかった女たちの足跡が、いきいき

と読みとれる。丹念な整理に関わった編集委員と、手

記や聞き書きを寄せた女性たちとの共同作業の結晶。

『野上輛生子』

逆井尚子 未来社 1992年 12月  3914円
野上蒲生子の文学の軌跡を丹念に分析し、検証する作

品論。漱石を継承し近代的個人主義を追求する爾生子

の、自と他を識別する日、自己と他者との微細な差異

を見逃さない筆は、徹底した作家としての力だという。

近代が確立されないまま、近代の超克が叫ばれる今、

主体的に生きる人間を描く蒲生子の文学は、混迷する

現代に示唆を与えるだろう。伊藤野枝への痛慣を描い

た『彼女』がFp象的。宮本百合子の爾生子への賞賛に

共感する箇所も新鮮だ。

『母子寮の戦後史―もう一つの女たちの暮らし』

林 千代 ドメス出版 1992年 9月  2060円
母子寮は、戦争犠牲者養護のため緊急増設されたが、

その後、入寮者の質的変化 (離別や未婚の母の増加)

をたどる。量的、質的にも貧しい「母子一体化の原則」

の施策。だが、それにしがみついて生きなければなら

ない母親たち。その背後に、男の人間性崩壊、非自立

性、子どもへの無自覚が読みとれる。

『魔女と聖女一ヨーロッパ中・近世の女たち』

池上俊一 講談社 1992年 11月 600円

いつの時代も女は三分化されてきた。ヨーロッパ中・

近世の女たちは変動する社会のスケープゴー トとして、

魔女と聖女に分けられた。女性蔑視と女性賛美は裏返

しの関係にある。男にとって不可解な存在としての女

に、権力はいかに公然とサデイズムを行ってきたかを、

この書は克明に解き記す。その偏見に抗して、女たち

がどのようにしたたかに生きてきたか。女が トータル

に生きることの難しさ、女と男の間の溝の深さにため

息が出る。

[か らだ・こころ]

『エイズ そこが知りたい エイズ教育マニュアル』

デビット・スズキ ICU高校BAC訳 武田 敏監訳

草土文化 1992年 10月  1200円

著者は環境問題やテレビの自然番組で活躍するカナダ

の遺伝学者。「エイズ予防の最良の手段は教育である」

と主張し、親、教師、十代の若者を対象にエイズ教育

の基本的事柄をわかりやすく網羅している。巻末の監

訳者による日本での最近のエイズの現状と、今後のエ

イズ教育の提言は参考になる。翻訳を国際キリス ト教

大学高等学校生物・エイズサークルが担当している。

『エイズとセックスレポート

ーJAPAN/感染爆発のきざし』

宗像恒次 田島和雄編著

日本評論社 1992年 12月  2200円
「セックス・パー トナーリレーション」 (国際調査)

の日本調査実施の報告と分析。日本人のセックスパー

トナー関係をめぐる諸行動と、避妊や性感染症 (HI
Vを含む)予防の知識や態度についてのきめ細かな調

査。セーフセックスをする限り、エイズはほとんど予

防できるという。調査の目的とずれるかもしれないが、

感染者との共存と共感のメッセージがもう少しほしい

ところ。

『お産って自然でなくつちゃね

―ある産科医の真実の提言』

吉村 正 農文協 1992年 12月  1300円
お産をする女性はみな産む力をもっている。だから「こ

んなお産がしたい」というイメージを大切に、主体的

な出産を、と著者はすすめている。なぜなら女性が子

どもを産もうとする時、当事者である女性が、現代の

病院における出産の現状や、体について知っているこ

とは、大きな力になるのだから。

『女性と精神療法』 精神療法 Vol.18 No.6
金剛出版 1992年 11月 1850円

女性と精神療法の特集。女性による女性のためのカウ

ンセリングルームが各地で開かれている。フェミニス

ト・カウンセリングが日本の女たちに勇気を与え、意
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識改革のために果たした役割は大きい。河野貴代美さ

んの「クライアントからたくさん学んだ」という実感

あふれる文章がうれしい。

『性のユマニスムーエロスと結婚のゆくえをさぐる』

佐藤和夫 星雲社 1992年 10月  1545円
男の性と女の性はお互いに相手の快感を知ることがで

きない。だからこの本を読んでいて、女は性をこんな

ふうに考えてないよと思う箇所がある。女の性の主体

性も書き込まれていない。それでも著者は自らの性的

自由を阻むものに限界突破を試みる。だが、その試みは

限界のままだと、正直に語るのがいいのかもしれない。

『たのしく、出産』

村本邦子 新水社 1992年 11月  1200円
女にとってお産とは「産みの苦しみに耐える」ことな

のか。それとも「母となるよろこび」なのだろうか。

著者は自ら妊娠し出産する中で、既成のお産イメージ

と格闘。病院でのお任せ出産ではなく、自分を大切に

子どもを産む方法を模索する。「百人の女がいれば百

とおりのお産と子育てがある」と考える著者による、

自宅分娩の体験レポート。

[家族・家庭・パ ー トナ ー シ ップ ]

rあ なたが「離婚」を考えるとき一もう一つの人生に

向けて』

志村章子 田上正子 同時代社 1992年 11月  1300円
結婚20年以上の “熟年カップル"の離婚が増えててい

る。女と男がそれぞれの役割をこなしてさえいれば、

偽 りでも続けられる制度としての結婚に、中高年にさ

しかかって異議申し立てする女たち。そして離婚につ

いて語 りたがらない男たち。「老いの風景」を間近に

した現代離婚事情からみえてくるのは、「老後」を「余

生」としか考えていない男と、「もう一つの人生」を

一歩踏み出したい女の間の意識のずれ。

『家族と喜―シリーズ比較家族 2』

藤井正雄 義江彰夫 孝本 貢

早稲田大学出版部 1993年 1月  3700円
比較家族史学会のシンポジウム「家族と墓」の記録。日

本人にとって墓とは何かを問う。東西の異質な文化と

の比較、日本の墓の現状分析を試みる学際的研究の書。

r親になれない―ルポ 。子ども虐待』

川名紀美 朝日新聞社 1992年 12月  1200円
アメリカやヨーロッパではすでに大きな社会問題に

なっている “幼児虐待"。 日本でも過保護時代といわ

れる反面、何らかの形で親からの虐待を受けている子
どもが10%は いるという。著者は日本、アメリカでの

取材を通して一体何が親を凶暴な衝動に駆り立てるか

を探ろうとする。

『家族を考える30日 』

月ヽ浜逸郎 」ICC出 版局 1993年 1月  1400円
不況になるとキーワードは「家族」なのか。家族を普

通にやっていれば、どこかでぶつかる出来事、月ヽ浜氏

の言う「家族の日常素」をつづる30日 。だが、家族と

いう「まとまり」がもつ外への排他性と内への抑圧、

異質なものを排除した上に成り立つ「和」の差別性に、

決してふれようとはしないのが気になる。

『子どものための離婚講座』

離婚制度研究会編 有斐閣 1992年 12月  1957円
離婚は、親にとっても、まして子どもにとっても重い

意味をもち、多くのエネルギーを必要とする。離婚す

る夫婦の七割に未成年の子どもがいる。その子どもた

ちの側にたち、応援し、勇気を与える書。法律的な手

続きや「意味ある第三者」としての専門家の有効なア

ドバイスがいっぱい。親も子も、自らに向き合い「決

めるのは私」の視点がさわやかに一貫している。離婚

制度改革のための提言も付記している。

『婚姻改姓・夫婦同姓のおとし穴』

中村桃子 勁草書房 1992年 11月  2060円
男がつくったコード「イエ」を表わす姓に、女は東ね

られてきた。姓の変更は、男にとって「体面」に関わ

るらしい。「入籍」なんて言葉は使いたくない。女が

正式の妻として認められる意味だとすれば、その外に
いる女たちへの排外性は ?記号論の立場から見た婚姻

改姓の疑問点を探る書。

『世紀末家族一ちちははの海はどこへ』

永畑道子 国土社 1992年 11月  1600円

著者の思いと、大正 。昭和をリードした女たちの思い

を重ねて描く。歴史を生きた女たちの勇気ある批判が、

生身の言葉として伝わってくる。女性史、伝記を丹念

に調べる著者の手法が生きる。とりわけ「付 炎の人・

丸岡秀子の生涯」が光る。

『人はなぜ結婚するのか』

小浜逸郎 草思社 1992年 11月  1300円

結婚するもよし、しないもよしの時代、人はなぜ結婚

するのか。結婚生活のリアリテイの中で、特定の個人

(夫あるいは妻)を「気にかける」心もようを小浜氏

はエロス (?)と 呼ぶ。結婚の中身が問われる今、ペ

アであることの社会的認知は必要ありやなしや。通俗

的なるものへの反論、異論を呼び起こすには、ふさわ

しい一冊。

『フェスタの国から来た妻 (セニョーラ)

一私の国際結婚奮戦記』

山崎真二 時事通信社 1993年 1月  1300円
フェスタ (お祭り騒ぎ)好 きのネアカのセニョリータ

と、ネクラの日本人の男がペルーで結婚した。それ以

来「カラスの鳴かない日はあっても、わが家で騒動の

ない日はない」という毎日。夫婦ゲンカのスケッチの

中に、日本と中南米の文化比較がかいまみえる。「ワ

タシはワタシ、アナタはアナタ」という元気印セシリ

アの自己主張が楽しい。

『ぼくらのパパは駆け出し主夫』

吉田義仁 朝日新聞社 1992年 12月  1400円
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舞台は福島県郡山市。仕事を通して知り合った二人は

結婚し、妻が双子を妊娠、そして出産。地元テレビ局

の「有能な」記者である妻は仕事を続け、新聞社の駆

け出し記者だった夫が辞表を出し、主夫になる。本書

はその顛末記。育児休職申請を会社に認めてもらえず、

主夫になる決意をした筆者の願いは、「女も男も家庭

も仕事も」。駆け出し主夫として奮戦する筆者に共感

する反面、こんなにも頑張らないと欲しいものは手に

入らないのだろうか…と考えてしまう。

『ラテンアメリカ家族と社会』
三田千代子 奥山恭子編

新評論 1992年 12月  3296円

家族の領域は個人的なものと見なされがち。しかしど

んな個人も社会とは無縁に生活できないように、家族

も単なる私的な歴史のつみかさねではないはず。本書

は1980年代後半から科学的研究の対象にされるように

なったラテンアメリカの家族制度に焦点をあて、紹介

している。

[老後を考える]

『老いの青い鳥を求めて

一第10回女性による高齢化社会シンポジウムの記録』

樋口恵子監修 ミネルヴア書房 1992年 9月 1700円

老いを豊かに生きようと、女性の力を集めて年一回開

かれる女性による高齢化社会シンポジウムの記録集。

女性地方議員大集合や寸劇「老いの “青い鳥"は どこ

に ?」 の熱演など。21世紀の高齢化社会を揺り動かす

原動力は女性の手にあり、を実感させる内容。

『女53歳からのアメリカ留学

一大学院 。老人ホーム体験記』

滝野文恵 ミネルヴァ書房 1993年 1月  1500円
「本当の意味で生きるとはどういうことだろう」と筆

者は自問する。重たく湿った家庭に耐えられず、結婚

26年 目にして始めた一人暮らし。筆者は「年だからダ

メ」という常識よりも、「何としてでも人を呪い世を

呪いながら幕を開じるような人生を送るわけにはいか

ない」という一
`さで留学生活に飛び込む。その心意気

が気持ちよい。一味ちがうシルバー問題の書。

『私たちはどこで老いるか一高齢化社会と住宅問題』

日本住宅会議編 ドメス出版 1992年 11月  2060円

第一回住宅円卓会議「私たちはどこで老いるか」の記

録集。人権としての住居なくして真に豊かな高齢化社

会はありえない。「寝たきりは寝かせきり」にしてい

るのは、介護機器を使えない住まいにある。住宅改善

に取り組む行政、ケア付住宅、特別養護老人ホームの

現場の専門家の実践報告と討議。目線を高齢者の位置

においた姿勢がうれしい。

[女性と法律]

『女性と戸籍―夫婦別姓時代に向けて』

榊原富士子 明石書店 1992年 12月  2060円

夫婦別姓時代に向けて、著者の「戸籍から個籍へ」の

視点は明確だ。個人を大事にする個人別登録ですっき

りと一人で生きたい。紙きれ一枚の戸籍が個人を (女

を)家にしばる。家意識を引きずったままの戸籍を解

体し、個人単位の登録を呼びかける書6難 しい法律の

しくみもわかりやすい例と説明で、読みやすい。

[女性とメディア]

『エッチ。ジャーナリズム』
衿野未矢 リベルタ出版 1992年 9月  1545円

著者は男性週刊誌、スポーツ新聞、アダルト・ビデオ、

電話ボックスの買売春ちらし等がつくりあげている一

つの世界を、まとめて「エッチ・ジヤーナリズム」と

命名。巷に氾濫するエッチ情報を分析し、送り手と受

け手の相関関係に挑む、真面目な本。

『本が好き。だから、出版業界探検』

女性のための編集者学校 7期生編

女性のための編集者学校 1992年 11月  880円

今回のテーマは「出版」。「本が私たちに届くまで」を

一冊にまとめた。本誌「あなたの情報・私の情報」欄

をご参照下さい。

『メディア・ リテラシーーマスメディアを読み解 く』

カナダ。オンタリオ州教育省編

FCT(市 民のテレビの会)訳 鈴木みどり監訳

リベルタ出版 1992年 11月  3440円
メデイアを自分の日で、耳で読みとる力を子供時代か

ら育てたい、メデイアを私たちのものにするために。

メディアを読み解く教育がすすんでいるカナダからの

報告。「いっしょにやってみよう」「こんなこともやっ

てみよう」の体験学習のプログラムが楽しい。

[女性 と芸術 ]

『アニー・ジヨン』
ジャメイカ・キンケイド 風呂本惇子訳

學芸書林 1993年 1月  1860円

植民地下のカリブ海の島ですごした少女の心象風景。

母への憧れと反発、女友達との友情が、植民地社会の

特殊性 とからめてつづ られる。雑誌「ニユーヨーカー」

の専属 となった著者の、故郷への憧憬と郷愁が感 じと

れる。

『オーランドー』

ヴァージニア・ウルフ 杉山洋子訳

新装版1992年 10月 (1983年 11月 )2500円
著者没後50年 をむかえた1992年 に新装版として再登場。

遊び心いっぱいの両性具有ファンタジー。

『女 と愛と文学一 日本文学の中の女性像』

小泉 道 三村晃功 世界思想社

1993年 1月  2300円

本書は1991年度に光華女子大学が行った公開講座「日

本文学 と女性」が基になっている。同大学の教員関係

者11人が、上代から近代にいたるまで日本文学に現れ

る様々な女性像を紹介。
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『小説 イヽ野小町「吉子の恋」』
三枝和子 読売新聞社 1992年 11年  1300円

「平安五人女」の一人、小野小町のロマンが鮮やかに

浮かび上がる。耳に聞きなじんだ歌をおりこみ、流れ
るような文章がつづられる。この時代、女たちは多く
の制約を生きながらも、情熱的な和歌のオを存分に発

揮 した。

『知られぎるオリーブ・シュライナー

ーバイオグラフイー・女たちの世紀』
ジョイス・バークマン 丸山美知代訳

晶文社 1992年 12月  4900円
オリープ 。シュライナーは19世紀後半から20世紀にか

けて活躍した、南アフリカの英国人作家。その作品の

特徴は「癒 し」。シュライナーは自己と社会を癒そう
とし、それ故に個人と社会の間の矛盾に直面した。本
書はその生涯を克明にたどり、シュライナーが残した

思想の可能性と限界を探る。

『スザナ 。ムーディの日記

―マーガレット・アトウッド詩集』
マーガレット・アトウッド

平林美都子 久野幸子 ベヴァリー・カレン訳

国文社 1992年 7月  1648円
スザナ 。ムーディはカナダの開拓時代を代表する文学

者。イギリスから移住し、「自立」と「依存」のはざ

まで苦しんだ。現代のカナダに生きるアトウッドがそ
の人生に注目。今を生きる女性の目を通して、ムーディ
の思いを再生した詩集。

『セカンド・ カミング』

落合恵子 新潮社 (文庫) 1992年 10月  360円
「60年代の子ども」だった主人公と女友達のアメリカ

での再会。今を生きる女たちの姿が60年代の歌と重な

り、なつかしくも切ない。セカンド・カミング (人生

の二番目にやってくる)愛と孤独に共感する。落合恵

子の書き下ろし文庫の刊行。 (本号10P参照)

『ほととぎすを待ちながら一好きな本とのめぐりあ
い』  田辺聖子 中央公論社 1992年 10月  1200円
著者は冒頭で「私は評論家ではないから、これは書評

集ではなく感想・文集である」と謙遜しているが、読

者はここで取 り上げられた本をすぐにでも読んでみた
いと思わせられる。作家ゆえの視点は勿論だが、それ
以上に著者の本を楽しむ読み方に思わず引き込まれて

しまうためであろう。林真理子『戦争特派員』、野口

富士男『しあわせ』、堤玲子『わが闘争』等々、広範

囲から取り上げられている。

『紫式部の恋』

近藤富枝 講談社 1992年 12月  1700円
『源氏物語』の謎を読み解く書。紫式部の単独執筆か、

弟、惟規との共同作業か。華麗な物語のベースにある

「母のない子」「中流志向」「父との深い結びつき」と

式部の生涯との共通性。そして紫式部の恋の相手は ?

「身のほど」をあきらめて「憂きこと」を語る思いが

式部に『源氏物語』を書かせたのでは、と著者は推測

する。

[男性 問題 ]

『女のせりふ一私の歌舞伎ノート』

馬場 順 日本放送出版協会 1992年 12月 980円

江戸時代の大衆芸能であった歌舞伎。人々はその舞台
の何に感動し、拍手を送ったのか。著者は女形のせり
ふに注目。そこに江戸時代の女性がおかれていた絶対

的弱者としての立場を見いだす。日常生活の中で「自

分のせりふ」すら言うことが許されず、沈黙を強いら
れていた時代の女たち。著者は男たちが女について積
みあげてきたあしき思想の流れを、歌舞伎を通して

追っている。

『尽くさずにいられない症候群― “道具としての愛"

しか捧げられなくなった男たち』
ハーベイ・ホーンスタイン

椋田直子訳 」ICC出版局 1992年 12月  1500円
性役割意識に縛られているのは、女だけではない。本
書はおとぎ話に出てくる救出者としての王子様に男ら
しさの原型を見、 150人 の男女へのインタビューを通
して、現代に生きる男たちの無自覚な王子様願望を暴
く。「尽 くさずにいられない」とは、男が「白馬の王

子様」たらんとして女に様々な形で奉仕する姿を指し

た言葉。男たちが奉仕と引換えにはじがっているもの

は何か。「男たちよ。男らしいふりをするな、男であ
れ !」 という最終章のタイトルが印象的。

[母なるもの・子育て]

『イデォロギーとしての母性』
八木公子 城西大学 1991年 6月  1000円

母性イデオロギーは、外へは排他性と攻撃性をもち、

内には抑圧と自己犠牲を女たちに強いてきた。戦前は

「国家的母性」として働き、高度成長後は企業戦士の

父親不在と専業母をもたらした。日本の母と子の密着
の中で、自立した個人が育ちにくくなっている。では、
その呪縛を解きほぐす女性学のパースペクティプは ?

母性の「イデオロギー性」を明らかにする研究書。

『「感情」をなくす子どもたちJ

青木信人 青弓社 1992年 9月 2060円

著者は現役の保護観察官。近年の青少年犯罪を検証す
ることにより、現代を生きる子どもたちの問題がみえ

てくる。大人の子どもに対する精神的・肉体的虐待、

そしてその先に現代社会の矛盾や歪みがあぶりだされ

ていく。

『子どもに手を上げたくなるとき

―子育てに悩むママたちへ』

橘 由子 学陽書房 1992年 12月  1400円
子育てに一段落した著者が、当時の困難さを文章につ

づり出すことにより、子育てを個人的なレベルから社

会的な問題としてとらえようとしていく。子育て中の

母親には共感を呼ぶだろう。
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『ドミノ倒しはやめにして』

春野弥生 明石書店 1991年 7月  1600円

子どもを受験戦争に駆り立てた結果、親子ともに傷つ

き、その苦しみの中から自分を見いだして行く著者自

身の葛藤の記録。さらに本書は親子の葛藤の自分史の

中に、戦後の社会・経済情勢や教育の反動化の歴史を

冷静にオーバーラツプさせている一本誌第44号「私の

出会った本」丸本百合子さんによる紹介文より。

(お わび、44号で品切れとありましたが、在庫あります。)

[女性と社会]

r運動の中の思想』

唯物論研究協会編 イクォリテイ (平和文化)

1992年 12月  1854円

企業、教育、環境、行政その他の分野で思想と運動を

つなぎ、闘う生活者からの報告。具体的な運動の展開

が記されている。婚外子差別とたたかう会の活動と理

念が、「非婚の親と婚外子差別」の章で収録されている。

『従軍慰安婦資料集』

吉見義明編 大月書店 1992年 11月  6500円

戦後47年、国は戦争責任も戦後責任も果たさないまま、

戦後を終わらせようとしている。とりわけ「従軍慰安

婦問題」については、何一つ解決されていない。本書

は、防衛庁防衛研究書図書館から発掘された資料集で、

「従軍慰安婦問題に関与していない」という政府見解

を逆転させるきっかけともなった。関連する外国資料

も合わせたこの書物は、今後、従軍慰安婦問題の全体

像を解明する一助となるだろう。

[海外の女性]

『女ひとり世界を往く』

ナワル・エル・サーダウイ 鳥居千代香訳

図書出版社 1992年 12月  2987円

サーダウィの60～70年代女ひとりの旅行記。社会主義

フェミニス トとして、エジプト政権やイスラム原理主

義者にねらわれる彼女は、いつか80～90年代の旅を書

くことを夢みる。今なおエジプトでは妻が夫を伴わな

い旅をする時、夫の許可証を必要とする。世界中、ど

の国の民主主義も幻想だという著者も、そこで闘う友

人たちとの新しい出会いによろこびを見いだす。

『新スカートの風一日韓〓合わせ鏡の世界』

呉 善花 (お そんふあ) 三交社

1992年 12月  1280円
『スカー トの風』『続スカー トの風』に続く第三作『新

スカー トの風』は評論集。日・韓の間の「同質性の意

識の内側」で体験した「異質性」を、なにげない日常

から描く。両国の合わせ鏡のような関係を、闊達な日

本語で表現している。

[資料]

『国際女性'92J

国際女性の地位協会編 国際女性の地位協会

19924「 12月   2000H

特集 バイオレンスと性

『もうひとつの日本弛図

1992～ 1993いのちのネットワーク』

自然生活編集部編 野草社 1992年 10月  2215円

北海道から沖縄まで、食べ物屋さん、本屋さん、フリー

スペースなど、さまざまな分野からのメッセージが満

載。「や りたいことをやる」をモットーに、日本中に

自然なネットワークが広がる。松香堂もちゃんと載っ

てます。

『世界の女性1970-1990 その実態と統計』

国際連合 日本統計協会訳

日本統計協会 1992年 10月  2400円

『婦L (全 19巻別冊 1、 分配不可)

第1回配本 1～ 3巻 市川房枝編 不二出版

19921「   56650Fq

婦人参政権獲得運動の中心的機関紙だった「婦選」の

復刻版。

[文庫になつた本]

『いい女は頑張らない』

松原惇子 PHP研 究所 1992年 11月 480円

<以下の本、詳細は次号で>
『家と家父長制―シリーズ比較家族 1』

永原慶二 住谷一彦 鎌田 浩

早稲田大学出版部 1992年 7月  3600円

『男の座標軸一企業から家庭 。社会へ』

『黒部・底方需誓一量三夢管言事鮮哭i3年

1月 580円

内田すえの 此川純子 堀江節子

桂書房 1992年 12月  2060円
『国際結婚とこどもたち一異文化と共存する家為

新田文輝 藤本 直訳

明石書店 1992年 10月  3500円

『子どもの愛し方がわからない親たち

―児童虐待 何が起こっているかどうすべきか』

斉藤 学 講談社 1992年 10月  1500円

『雇用平等の最前線』 岩波ブックレットNo.277

女性労働問題研究会編

岩波書店 1992年 11月  350円

『戦時下の女たち一日本・ ドイツ・イギリス』

岩波ブツクレットNo.282 早川紀代

岩波書店 1993年 1月  350円

『沈黙をやぶつて

一子ども時代に性暴力を受けた女性たちの証言』

森田ゆり 築地書館 1992年 11月  2060円

『乳ガン・乳房温存療法の体験』

イデアフオー編 時事通信社 1993年 1月  1500円

『マザー アジアの旅人一シンクレテイズム紀行』

川村 湊 人文書院 1992年 10月  2472円

『近代 ドイツの母性主義フェミニズム』

姫岡とし子 勁草書房 1993円 1月  3605円
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『ジャパニーズ・ ウイメン 0ナウ』
イングリッシュ・ディスカッションの会

岡 村 久 子
この数年、日本の女性の状況はめざましく変化して

います。これを具体的に外国の人たちにも伝えたいと

本書を企画しました。
ここでは連帯する女性、先頭を切って道を拓く女性

はもとより、パート・タイマー、農漁村の女性や熟年
離婚の増加といった話題も取り上げました。巻末の年
表とともに読んでもらえば、日本女性の現在が理解さ
れるでしょう。

英語を学ぶ日本の女性、そして男性にも読んでいた
だき、日本人が苦手とする自分たちの情報発信を可能
にして下さい。本書は、自分たちの問題を英語で考え

語りたい人たちのために、よきテキストになるはずで

す 。 松香堂 1992年  1400円

『スザナ・ムーディの日配』
マーガレット・ア トウッド詩集

平林・久野・カレン訳

久 野 幸 子
日本との関係は深いのに、カナダは英米に比べ、日

本人にあまり知られていない。カナダ文学も、優れた

作品があふれているにもかかわらず、ほとんど紹介さ
れていない。そこで、現代カナダ文学を代表する詩人
で作家のア トウッドが、英国人開拓者スザナ 。ムー

ディの19世紀カナダ奥地での苛酷な生活体験を形象化
した詩集『スザナ・ムーディの日記』を勤め先の同僚
2人と共訳した。移民の国カナダでは、人々はカナダ

人としてのアイデンティティの問題に苦しむが、その

ありさまが不思議と現代社会での女性のアイデンティ

テイ探求の姿に重なりあう。カナダや移民に興味のあ
る方、カナダ文学の先端に触れたいと思っている方、
フェミニズムに関心のある方、人間の自然破壊に心を

痛めている方、そして詩というジャンルのもつ奥行き
と広がりに魅せられている、いや、魅せられたいと願っ
ている方々にお薦めします。画才にも恵まれたア ト
ウッド自身の手になるコラージュの挿絵も転載したの

で、手元において、折りにふれ、楽しみ、味わい、か
つ思索の糧にしてもらえる訳詩集になったのではと
思っている。
※松香堂で扱っています。 国文社 1992年  1648円

『兵庫発 女の伝言板』
～元気な女の困ったいろいろHELP～

西 本 和 代
女の情報誌は、たくさんありますが、そこには、私

たちのまわりの女の事はほとんど載っていません。私
たちが日々暮らしている地域で、女たちがどんな問題
をかかえ、どんな動きをしているのか、それを知りた
いと思いました。そこで、県下の各地の女性グループ

に呼びかけて、自分たちの活動案内をこの「女の伝言

板」に寄せていただきました。また情報はいっぱいあ

るのに、女たちの暮らしの中で本当に必要な情報は意
外と手に入 りません。仕事や子育て、からだのこと、
人間関係の悩み、そんな暮らしの中で困った時、また

何か始めたいと思った時に役に立つ情報も集めました。
このような本が、各地の女たちの手でつくられること
を願っています。

申込は郵便振替 神戸 1-66771
ウイメンズネット。こうべまで 980円 (送料240)

※松香堂で扱っています。

『本が好き 。だから、出版業界探検』
女性のための編集者学校 7期生編

森 山 佳 代
「女性のための編集者学校」は、編集に興味のある女
性を対象として1987年に開校。以来、毎期生徒自身の

手により、企画・取材・執筆・レイアウトと版下作成
までを行い一冊の本に仕上げて発行し続けています。

開校からの講師陣には、出版 。マスコミ業からの著名
な方々、取次や書店主などの本の流通に欠かせぬ立場
の方々等を多数迎えて、本づくりの工程や、その仕事
の情熱ぶりを学んできました。

今回 7期では、「出版」をテーマに5班 に分かれた
メンバーが、各々の切り口で本をめぐる人々を取材し、
肌で感じた熱い思いを168頁 にまとめました。1章で
は、出版界のいわば裏街道を突っ走る小さなメディア

(ミ ニコミ誌)のつくり手たち、 2章では装丁や紙選
びを中心に、本をつくっている表情豊かな「紙」に注
目。子どもの頃わくわくして入ったものだった本屋さ
ん。今だって同じはず ! 本屋さんがんばって ! と
エールを送る3章。編集者になりたいって言ったって
実際のところどんな人がどんなことやってるの ? と
調べ歩いた 4章。 5章では本が手で触れるカタチと
なってできあがる工程、印刷・製本を詳しくレポート。
この 1冊で、「ああ、私も本をつくってみよう !」 と

その気になっちゃう栄養剤です。

女性のための編集者学校へのお問い合わせは
03-3498-0746 ワークショップ。ガルダまで。
※松香堂で扱っています。 1992年  880円

『歴史をひ らく愛と結婚』
福岡女性学研究会編

西 嶋 友 子
この本は、私たち会員が分担して、女性の覚醒や人

間的平等を主張し実践した近代日本の先覚者から14人

をとりあげ、各人の結婚観離婚観を考察したものです。
その主張した思想を整理するとともに、パートナー

を選んだ基準やパートナー以外との恋愛がどうだった
か、また女性の経済的自立や家事育児他での性的役割
分担に対してどのような態度をとったか等、実際の生

活をできる限りさぐることで、女性観=人間観の本音
のところにせまってみました。そこから、従来の評価
や通説に異議を唱えることになったところもあります。

とりあげたのは、岸田俊子・福田英子・羽仁も※
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==海 外だより==

ア メ リカ最 新 事情

渡 辺 和 子
″

州のプラウンなど、上院で11人、下院で106人の女性

が立候補したのだった。その多数が民主党だつた。

60年代に「個人的なことは政治的なこと」と主張し

て始まった女性解放運動によって女性の職場進出はめ

ざましく、地方議員や市長に女性の数は急速に増えて

いた。しかしこと連邦レベルでは資金や地盤など女性

が政治に入り込むことは困難にみえたらそこで女性た

ちは女性の寄付による億単位の資金作りを「全米女性

政治幹部会議」や民主党の候補者のための「エミリー

のリス ト」などで行った。さらに支援ネットワーク作

りに膨大なエネルギーが注がれた。なかでも第二波

フェミニズムを担った女性たちの娘がそろそろ選挙権

を得る年代に成長し、彼女たちもまたアニタ。ヒルの

訴えを退けた男政治に対する強い怒りと中絶権への危

機感から行動を起こした。若い女性を中心としたワツ

ク (WAC=女性の行動連合)は性差別やレスピアン

差別に対して直接の抗議を起こすことを目的として

ニューヨークで結成された選択派のグループで、全米

に広がっていつた。「第三の波」は選挙民を増やすた

めに全米をバスで回つた。

こうして女性は女性の力を政治に向けて結集させ、

女性の政策を打ち出す民主党のクリントン政権を実現

させたのだった。女性たちはプツシユ支持との差を

16%も あけたように、そこには女性は女性のために選

挙するという “ジェンダー・ギヤップ"が生まれてい

た。また、クリントン大統領は、そのような女性の期

待に応え閣僚やその他の重要な政府の委員、さらにホ

ヮイ トハウスのスタッフに積極的に女性を登用した。

彼は団塊の世代として、男性と対等に活躍する女性た

ちと共に育っていた。なかでも、彼の当選を実現させ

た影の参謀でもあり、弁護士としての実力が高く評価

されている妻ヒラリーは、クリントンが最も信頼する

政治の協力者であり、彼女の女性ネットワークが女性

登用に活用されたのだった。

いま、いかに中絶の自由を保障する法や家族と医療

のための休暇法など女性のための政策を新しい政府に

実施させるか、ワシントンに向けて結集された女性の

力がいよいよ試されようとしている。他方、このよう

な男中心の政治への怒りを、女性のための政治という

積極的な力に変えた米国女性たちに、私たちが学ぶこ

とも多いように思える。

わたなべ かずこ (京都産業大学教員)

フェミニズムの後退、中絶権の危機と闘う米国の

フェミニス トたちの合い言葉は、11月 3日 だつた。そ

の日、女性たちの期待どおりにクリントンが大勝利を

おさめ、レーガン・プッシユ共和党政権という女性政

策の暗黒の時代を終わらせることができたのだった。

それに上院議員でそれまでの 3倍の 6人、下院議員で

2倍近くの46人の女性が選出された。しかも初めての

アフリカンアメリカンの上院議員などマイノリテイの

女性たちもいた。

実は、共和党の勝利と画期的な数の女性の政界進出

を実現させたのは、男性中心の政治に対する女性たち

の怒りであつた。直接には、その 1年以上前にさかの

ぼる、最高裁判事に指名されたトーマスに対するアニ

タ・ヒルのセクシヤルハラスメントの訴えである。自人

男性ばかりの上院司法委員たちの屈辱的な質問に答え

るアニタ。ヒルに、全米の女性は、男社会で孤立する

自分自身の姿を重ね、いかに女性の声が政治の場に届

けられていないかを改めて認識したのだった。上院の

女性議員は100人中、民主党と共和党にそれぞれ 1人。

それに保守的なトーマスが最高裁判事に任命されるこ

とによつて、女性のからだの自己決定権を保障する中

絶法が、いつそう制限されることは目に見えていた。

公聴会が全米放映された日、「女性にとって革命と

なるだろう」「過去20年 間運動をしてきたが、あのア

ニタ・ヒルの公聴会の写真ほどインパクトをもつもの

はなかった」と、フエミニストたちは、その意識変革

の効果を指摘した。事実、アニタ・ヒルの訴えを退け

た上院の決定に対する女性たちの怒りは、即座に行動

に移された。ペンシルベニア州のヤンケル、イリノイ

※ (前頁より)

と子・与謝野晶子・管野スガ・平塚らいてう。山川菊

栄 。高群逸枝・伊藤野枝 。宮本百合子の他、これまで

あまり知られていなかった戦前の活動家、岩崎盈子な

どの女性群を中心に、森有積・植木枝盛・堺利彦など

男性たちも加えました。

この共同研究をすすめるにあたり、1987年度と90年

度の 2回、東京女子大学より「青山なお研究奨励金」

を受けとることができ、たいへん大きな励みとなりま

した。

女性史のテキス トや日本史のサプテキス トとしても

役立つと思います。ぜひ、ご一読ください。

※松香堂で扱っています。 ドメス出版 1991年 2266円
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旧間になるが、昨春ジョディ 。フォスターが「羊たちの沈黙」で二

度 目のアカデミー賞主演女優賞を獲得 した。「“フェミニス ト・ヒー
ロー"に賞が与えられてうれしい」とオスカーを抱きながら堂々と挨
拶すぅ姿をBSの生中継でみていた私は、その後京都で授賞式が行わ

れた日本アカデミー賞では仁侠ものの姐さんの主演作品がノミネー ト

されていたのには恥ずかしくなってしまった。さっそく連載中のある
コラムに「海の向こうでは “フェミニス ト・ヒーロー"の時代だとい

うのに、日本は…」「現実の社会の中で女性たちがいいシナリオを示
していかない限リダメだろうなという気がする」と書いた。邦画の女

性像は未だに芸者文化の域を出ていないんだから !

前置きが長くなったが、最近いい “シナリオ"に出会った。この作
品を映画化してほしいとさえ思った。落合恵子の書下ろし文庫『セカ
ンド・カミング』 (新潮文庫 360円 )だ。特にフェミニス トのファー

ス ト・ レディーが誕生したヮシントンからこの物語は始まるから、余
計に興味深い。92年 5月 、二週間の休暇旅行で60年代を共有した友人
たちを訪ねるわたしの旅は、わたしが “私"に出会う旅でもある。愛、

別離、孤独 もわたしのもの。アメリカの今を生きる女たちが凛々しい。

母であること、女であることに傷つき、心を病んだ母親、その母と

娘をテーマに普遍化 した自伝風小説『あなたの庭では遊ばない』 (講

談社1400円 )を書き終えた作者自身にとっても、久々の休暇旅行だっ
たのではないだろうか。彼女はここ数年追われる如 く走 り続けてきた

ものだ。大きな仕事を成し終えたものだけに許される凛とした潔さが
全編に伝わってくる。苦渋に満ちた自己認識を通して、アメリカに暮
らすそれぞれの彼女たちを受容する豊かさ、それは現在の落合恵子自
身でもある。

この文庫本を楽しんで読み終えたところで、まあピッタリというタ

イミングで読める文学評論が出た。アリス・ウォーカーなどの黒人女

性文学の研究者、河地和子著『わたしたちのフェミニズムー落合恵子
と日本の女たち』(講談社1800円)がそれだ。副題からもわかるように、
「落合恵子の作品を辿ることは、フェミニス ト作家としての彼女の成

熟の道を辿ることでもある」としてlo作余りの作品から落合恵子が主

張する様々な提言を通してフェミニズムを考える文学評論だ。

最近の出版傾向からみると、80年代の 〈戦略過剰なフェミニズム〉
から、90年代は 〈それぞれのフェミニズム)に力点は移っていくので
はないかと思える。田嶋陽子は『愛という名の支配』 (太郎次郎社
1780円 )で「冠つきフェミニズム」はフェミニズムそのものが人々に

届きにくかったとして、比類なき大らかなキャラクターとパフォーマ

ンスでもって田嶋流フェミニズム・メッセージをTV電波に乗せてい

る。大庭みな子対談集『やわらかいフェミニズムヘ』 (青土社2200円 )

では、十人十色の くそれぞれのフェミニズム)が生き生きと語られて
いる。「今現在の瞬間だったら、女の方がまだ比較的希望が持てる」
との大庭みな子の言葉に共感を覚える。

また、「わいふ」の田中喜美子は『エロスとの対話』(新潮社1300円 )

で「抱きじめられたいという女の欲望は、相手のすべてを受容したい
という望み、自らを与えたいという深い欲求の表れ」だとして、女の
「受動性」について新しい解釈を試みている。
今後、文学や表現の分野で<それぞれのフェミニズム>の出会いが

さらに期待できそうだ。

(き のした あけみ ブックアドバイザー・コラムニスト)
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82年の創刊号より私が微力ながら責任編集してまいりました「ウイメ

ンズブックス」をご声援、ご愛読くださりありがとうございます。おか

げさまで私は日々本に追いかけられながらも伸び伸びと楽しく本と格闘

することが出来ました。これも会員の皆様の女の本に対する熱い思いと

ネットワークのおかげだと、感謝の気持ちでいっぱいです。

さて、新装の本号より私は編集長という立場を離れ、新たにブックア

ドバイザーという立場でコラムでお付き合いさせていただくことになり

ました。今後ともよろしくご声援ください。       木下明美

―

し

☆ 上覧のごあいさつにもありますように、11年 間も

の長きにわたつて、編集長として本誌を支えてくれ

た木下明美さんが、45号をもって、その任を辞しま

した。木下さん、本当に長い間ご苦労さまでした。

今号からは、プックア ドバイザーとして、“View

Point"欄を担当して頂きます。

今後は特に編集長を決めず、松香堂及びフエミネッ

ト企画のスタッフー同で、編集に当たります。新し

く刊行される女性の本が増えていますので、新刊案

内のページをたっぷりとって、ご紹介していきたい

と思います。これからもどうか変わらぬご購読をお

願いします。

☆  「ウイメンズ・プックス」は女性問題の本をご購

入の際、いい手引きになります。バツクナンバーも

残部少々ございます。どうぞお申込ください。一部

400円 (29号 まで)～ 500円 (30号から)です。

☆ 前号でお知らせしましたように、会費の値上げを

致しました。苦しい台所をご賢察の上、ご理解いた

だきますようお願いいたします。入会金800円 (入

会時のみ)、 新・年会費 (1月 ～12月 )は個人会員

2200円、団体会員3000円です。

会費納入がまだの方は、どうか一日も早くお振込み

くださいますよう、お願い申し上げます。

☆  『資料 日本ウーマン・ リブ史 I』 (松香堂刊

12000円 )は、図書館にぜひ入れてほしい一冊。皆

さまもお近くの図書館にぜひリクエストしてくださ

①

◇1992年度 ウイメンズブックストアBEST20◇

(松香堂刊は除外)

男流文学論 上野千鶴子 月ヽ倉千加子 富岡多恵子

筑摩書房

リブ20年  インパクシヨン73 インパクト出版会

ポルノグラフイ ニユーフエミニズムレビュー第3号

自分を好きになる本

フィルムの中の女

白藤花夜子編 学陽書房

パット・パルマー 径書房

結婚と家族

高村光太郎のフェミニズム

「少産化時代」を生きる

フェミニズム1991 ユック舎

女と男 男も考える性差別の現在

熊田 亘 ほるぷ出版

英語で読むアメリカのフェミニズム

藤枝澪子 松野潔子他編 創元社

アサーティブネスのすすめ

アン・デイクソン 柘植書房

図でみる日本女性データバンク  大蔵省印刷局

ゼミナール女の労働 竹中恵美子監修  ドメス出版

ェイジズム ニューフェミニズムレビュー第 4号

樋口恵子編 学陽書房

加藤春恵子他編 世界思想社

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

　

⑮

⑩

⑭

⑪

⑩

⑩

女性とメデイア

非婚を生きたい

結婚届

朝鮮人従軍慰安婦

女性のデータブツク

教科書の中の男女差別

田嶋陽子 新水社

福島瑞穂 岩波書店

駒尺喜美 朝日新聞社

善積京子編 青木書店

二宮周平 毎日新聞社

鈴木裕子 岩波書店

井上輝子他編 有斐閣

伊藤良徳他 明石書店
い 。 (T)
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おんなの本・韓国 〔連載第四回〕

市 場 淳 子

『野 良』 ヂ 静慕 創作と批評社

『野良』は、「民衆作家」として活躍中のヂ静慕さ
ん初の長篇農民小説。ウルグアイラウンドでのアメリ
カの農産物輸入規制撤廃要求に直面した、韓国農民の

苦悩と闘いが描かれている。

ヂ静慕さんは、「民族文学作家会議」の自由実践文
人委員会 (主に政治犯救援に携わる)の委員長を務め

るなど、民主化闘争の担い手でもある。そんな彼女が

創作活動の中で問い続けているテーマは、祖国の民衆
を苦しめる「外部勢力 =外勢」の問題だ。この「外勢」
とは、朝鮮を植民地支配した日本であり、今も朝鮮の

分断を支える日本やアメリカのことである。

『野良Jでも、このテーマが貫かれている。韓国 (朝

鮮)の農村は、近代以来、「外勢」の最大の犠牲者で

あり続けてきた。植民地時代に日本は、「土地調査事業」
や「産米増殖計画」によって朝鮮の農村生活を破壊し、

多くの農民を日本や中国に追いやった。そのうえ「強

制連行」で野良に働く若い男女を戦争に狩り出した。

また「水利税」を導入し、それは現在も韓国農民を苦
しめている。植民地支配から解放されたものの、野良
は朝鮮戦争で戦場と化した。朴正熙政権時代には、韓

国に繰 り出した日米企業が、農村の安価な労働力をほ

しいままにした。1980年代、アメリカから大量の農畜

産物輸入により、農村は崩壊の危機にさらされた。だ

が、1980年代末に韓国農民の怒りは爆発した。農民た

ちは水利税廃止 !ト ウガラシの完全収買 !ア メリカ牛
の輸入反対 !を 叫んで、対政府闘争に立ちあがったの

である。そして今も、「米の輸入自由化を許すな !」 と、

決起集会を各地で繰りひろげている。

『野良』の前半部では、このような歴史の中で、農

民たちが織りなしてきた様々な人間模様が、四季折々

の農村風景とクロスされな力=ら 描きだされていく。な

かでもハルモニ (お ばあさん)たちの姿が心に染みる。

彼女たちは、日本の植民地支配や朝鮮戦争で夫を奪わ

れながらも、また儒教的家父長制のもとで抑圧されな

がらも、怯むところなく自分と家族を守って生きてき
た。後半部では、農民たちが新しい世の中を作るため

に農民会を組織し、水利税やウルグアイラウンドの間
題を訴えて、対政府闘争に立ちあがっていく姿が描か

れている。それは実際の農民闘争をもとに、 ドキュメ
ンタリータッチで描かれ、固唾を飲む迫力だ。さらに

その中では、農村活動隊の学生と農民の交流、社会変

革のための労働者・農民 。学生の役割 。平等な関係を

志向する若い男女、農村女性の抱える問題、女性の農

民運動への主体的な参加など、農民運動におけるいろ
いろな問題が取りあげられている。

『野良』は都市生活にどっぷりと浸かってきた私に、

農村から世の中を眺めることの大切さを気付かせてく
れた。そして、韓国の農村と同様、「米の輸入自由化」
を前に、危機に立たされている日本の農村の実態につ

いては何も知らない自分が恥ずかしくなった。

ヂ静慕さんは『野良』を書きおえて、「女性問題と

政治・外交問題を一緒に扱うことがこんなにも難しい

ということを改めて骨身にしみて感じました」と語っ

ている。よく「韓国女性は今も儒教倫理に強く縛られ、

日本女性よりも解放されていない」といわれる。だが、

日本にヂ静慕さんのような女性作家がいるだろうか。

私は、日本と韓国の女性解放の質が大きく異なること

を感じるのである。全 2巻 (上 325頁・下 334頁 )

創作と批評社 1992年  ソウル

ヂ静慕さんの翻訳作品には、元朝鮮人軍隊慰安婦の

半生を描いた『母 。従軍慰安婦～かあさんは「朝鮮
ピー」と呼ばれた』 (神戸学生青年センター出版部)

がある。

いちば じゅんこ

大阪外国語大学朝鮮語科大学院在学中

共著『女たちの世界文学』松香堂

全二巻

資‖日ホウー
=ン

・リフ菫
溝口明代・佐伯洋子・三木軍子 ■

内 容
 」誓彎厖ξぎ弱蜃テちTlち :【

します。願お貴重。」でヽご注
雄̈問題、̈̈

蕪̈
ШШ

硼韓軽継
既刊
1993年 5月 刊行予定
1993T秋刊行予定

ウイメンズブックス トア松香堂

TELaFAX 075‐ 441¨6905
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わ た しの 出会 った本

のか)を被害者のままに置きたくはない。私たちをた

だ特権的なところに位置させてしまうだけのことだか

ら。むりかもしれないが、同じ目線で、彼女たちに近

づ く回路をさぐりたい。

先頃、いい話を聞いた。この本の著者の一人、金英

姫さんは昨年、中国東北部の朝鮮族の地を訪れ、そこ

で一人の女性と出会った。中国人男性と結婚した彼女

のことを、村の人々は、昔のことをよく知った上で、

「カイコ」 (日 本軍が付けた名)ハルモニと呼び、彼

女は慕われ、穏やかに暮らしているという。今、日本

で元朝鮮人従軍慰安婦だった人が裁判を始めようとし

ている。名乗りを上げた彼女を、せめてそのことで生

き難くさせないことが、少なくとも私たち一人ひとり

が果たさなければならない最低限の責任ではないかと

思う。

『あなたが「離婚」を考えるとき』

志村章子 。田上正子著 同時代社 (1992年 1300円 )

野原 ―子

この本に登場する二人の女性たち (著者である志村

さんも含めて)は「こんなもんじゃない、私の人生は」

と思い続けてきたのだと思うと、何やら親しみを感じ

てしまう。ただ、年代が私の母より少し下というとこ

ろでは、その思い続けてきた年月の長さに圧倒されて

しまう。

女は家、男は外と疑いもなく思わされ、かつ思い込

んできた女性が、離婚に踏み切るには相当のエネル

ギーというよりも、勇気といつていいぐらいの覚悟が

いることだろうと思う。まして、一度も自分一人で自

分を養ったことがないなら、なおさらだ。結婚して出

産しても仕事をしていた私が、家を出た時ですら「え

いっ」と全部振り切るくらいの覚悟がいったのだから。

文中に出てくる迫田さんという「熟年 110番」チー

フ相談員の方が言う。「離婚をしたいと思うほど、夫

婦がうまくいっていない」ということが「離婚をした

い」という言葉になるのであって、するかしないは別

の問題なのだ一一。それを受けるように、弁護士の立

場から中高年の離婚を語る角田さんが「経済が離婚を

左右する」とも言うのだが、確かに50歳すぎて初めて

働くとなったら、もらうお金も、仕事もごく限られて

くるだろう。「専業主婦は危険な選択」とも角田さん

は言う。
とりあえず、私は私の母が離婚すると言ったならば、

パチパチと拍手をしたい。そして、この本をプレゼン

トしたいものだと思う。「離婚」を思うのではなく「結

婚」をもう一度考えてだめと思ったら飛び越えられる

んだと確信させられるような本だった。副題にもある

ように、「もう一つの人生」に向けていくつであろう

とも、やりなおしていこうとする限り、道はついてく

るんじゃないだろうか。人生の先輩である女性たちが、

もう一つの人生を手探りしているとわかつて、なんだ

か元気になってきた。(フ リーライター)

『朝鮮人女性がみた「慰安婦問題」』

テ 貞玉他著 三一書房 (1992年  750円 )

やぎ みね

忘れることが優しさか一―強いられた沈黙と体験を

言葉にできなかった元慰安婦たちの生を、忘れること

によって封じてきたのは誰か。46年 もの長い間、彼女

たちを生きながら再度、殺してきたのは誰か。

その問いに、この本は、在日朝鮮人女性の立場から

鮮やかに答えを出した。そして今、同じ問いを問われ

ているのは、日本の女たちなのだ。

この書は、梨花女子大学教授だったヂ貞玉さんと、

ヂさんの挺身隊取材で出会い、その後「朝鮮人従軍慰

安婦問題ウリヨソンネットワーク」を作った若い在日

朝鮮人女性たちとの共同作業から生まれたもの。韓国

籍を持つ彼女たちは、あえてタイトルを「朝鮮人女性」

とした。過去と現在、本国と日本を結ぶ呼称として、

慰安婦たちと彼女たち、ヂさんを結ぶ言葉として一番

ふさわしいと思ったからだという。彼女たちは、この

問題と出会ったことで初めて、在日朝鮮人女性として、

歴史的、社会的にどこに立っているかを知ることがで

きたという。その思いのたけを語る言葉が、本の中に

いきいきと書かれている。

「慰安婦」問題は、さまざまな切り口があると言わ

れる。戦争、天皇制、性、そのどれも切り離すことは

できない。だが、一人の女の身に引き寄せて考える時、

性支配の社会システムとして、日本と朝鮮半島に共通

する「性のダブルスタンダード」 (性の二重規範)を
決して見逃すことはできないのだ。

日本は今なお、戦争責任も戦後責任も果たしていな

い。そのおとしまえは、当然、私たち日本人が国にき

ちんとつけさせなければならない。だが、残された課

題の中で、なぜこの問題だけが最後に浮上してきたの

か。金学訓さんが声を上げるまで、どうしてこれほど

の年月を必要としたのだろう。元慰安婦たちが名乗れ

なかったわけは、私たちが、彼女たちを「そういう目」

で見てきたからだ。そのことについては、日本人も朝

鮮人も同罪だったかもしれない。80年代、韓国の民主

化闘争下、性拷間を告発した勇気ある女性をきっかけ

に、若い女性たちの間にフェミニズムのうね りが起

こったという。

さて、そこで問題は日本の女たちのこと。私たち日

本の女は今、どこにいるのだろう。戦前、銃後の妻と

して、貞女として旗を振った日本の女と、今現在、「行っ

てらっしゃい、気をつけて」と東南アジアやPKOに
男たちを送り出す日本の女と、一体どこが変わったの

か。天皇制のミニチュアとしての家族や、性の二重規

範を問い直さなければならないのは、むしろ私たち日

本の女たちだ。

家族制度の「公認」の性と、売る性と、どれほどの

違いがあるというのだろう。女たちは三分されず トー

タルに生きたい。私の性は私のもの、主体的なものだ。

「慰安婦」と呼ばれた女性たち (誰にとっての慰安な
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ミニ コミの女たち

<女のためのクリニックニュース>

ウィメンズセンター大阪

阿 古 安 子

最初、「女のためのクリニック」をつくろうと思い

立ったその日から、遠 くにあった、「性」のことにか
かわってきたら近くにあった女の人生にくっついてき
ました。

トータルな女の人生は「生」 =「性」、いろんな角
度から女の人生を考える場所にしたいと、ウィメンズ
センターを発足させるにいたりました。

皆さん意外と身近な体が一番遠かったりしていませ
んか ? 日常の中にある「月経 。SEX・ 妊娠・出
産 。中絶 。更年期 。婦人病」と数え切れない、様々な
形で接 していることも、なかなか自分のものにはなっ
ていませんね。そして、個人のものである体なのに、
社会抜きには語れない複雑な仕組みの中に置かれてい

ます。そして、そのことが厄介なことに、人生や心の

問題をどう変え、つくり上げていくのかという問題に
まで発展し、それを追求していかなければ、女の住み
よい状況は来ないと思っています。 1人の女の問題が、

多くの女の問題であるということの共感を、この場の

中で感じていく、そんな関係をつくる場として、大い

に利用してもらいたいと思います。

「私は月経の相談で来たけど……」「私は性器ヘル
ペスのことで……」「私は個人カウンセリング」「私は

性暴力のCR……」。入った門戸は違っても、考えて

行き着くところは同じ、そんなメッセージが互いに伝
わればと思います。ここで知り合った仲間が、少しず

く活 動 内 容〉

フェミニス トヘルス部門
からだと心の相談室/女 。からだ110番/ス ペ

キュラム 。ペッサリー指導/鍼灸治療/女のため
のコーガ教室/電話相談員養成講座/不妊を考え
る講座/マザークラス (母親教室)/乳房の自己
管理/子宮がん検診等

フェミニストカウンセリング部門

個人カウンセリング/アサーティプトレーニング

(自 己表現のトレーニング)/や さしい心理学と
カウンセリングの講座/ス ーパーヴィジョン/コ
ンシャスネスレイジングー自助グループー等

ニュースの定期購読は年間3600円で、毎月「女のた
めのクリニックニュース」をお送りします。
連絡先

〒536大阪市城東区蒲生1-3-23 TEL 06-933-7001

郵便振替口座 大阪0-45309
加入者名 ウィメンズセンター大阪

つ増えていくことは、女力
'社

会に進出しやすくなり、

自信を持って女の人生を歩くためにも、このシスター

フッドは役立つと思っています。でも、遠 くてとか、

東京にも、北海道にもありますか ? という電話の間
い合わせにお答えして、センターの講座の様子や、か

かわっているメンバーの思い 。体験など、幅広い視野
の中でつくられている「女のためのクリニックニュー

ス」も発行しています。
このセンターに直接足を運べなくても書面を持って

伝えたい、知ってはしいという思いを込めてニュース

に取 り組んでいます。たとえば今月号では、「女のた

めのクリニックを 昨日。今日。明日シリーズ」「ロ

ンドン・アムステルダムの旅」「性暴力を受けた女た

ちへ」「ひとりよがりの映画評」等々とか……。「自主

講座 =女 とエイズ考えよう」という新たな取り組みを

含めた行動を提起する呼びかけを載せたり、届くのが

待ち遠しいなどの声もあり、読者の年代の幅も感じら

れます。

私たちは生まれながらにして女であり、女の性を肯

定しながら女として育ってきた。そんな思いを、誰が、

女としての制約を持って、女として育てていくのか、

しっかり探る必要があると思い、女の人生をトータル

に考えていきたいと思っています。もし、この熱い思
いに賛同される方は、下記の講座に足を運んで下され
ばと思います。

餞
悔
歯

＝
＝
＝
Ｕ

至北浜
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「れ組通信No.68-東北 。夏の合宿リポー トほか」

れ組スタジオ東京 1992年 11月 400円

「れ組通信No.69-リ リアン・フェイダーマン イン

タビューほか」 1992年 12月 400円

「れ組通信No.70-ゴマユキ ヨーロッパ珍道中ほ

か」 1993乙「 1月   400円

「婦人通信 12月 号― ことし、わたしにとつてほか」 日

本婦人団体連合会 1992年 12月  250円

「婦人通信 1月 号一わが家のふたごほか」

1993年 1月  250円

「婦人通信 2月 号一座談会暮 らしも商売 も大変だけど

ほ か 」 1993年 2月  250円

「わいふNo.23‐特集 早期教育やってみたらば」

グループわいふ 1993年 1月 460円

「Fi町 :Fi町 Vo:・ 17-特集フェミニズムは男を救う

か」 Click 1992年 12月  330円

「婦人通信No.248-三 多摩の会講座―不況を理由に

拡大する雇止め解雇・契約解除ほか」

社会主義婦人会議1992年 10月  300円

「婦人通信No.249-生殖技術の発展と女のからだの

自己決定権一代理出産は不妊治療かはか」

1992年 11月 300円

「婦人通信No.250-天皇制と女性差別は切 り離せな

Vヽ ほ か 」 1992年 12月  300円

「野合VOL.30-野合の5年 野合の30年、しどろもど

ろに男のセックスほか」朝倉ふみ 1992年 12月 200円

「プロシューム12月 号―特集 私のカラダ役立ててく

ださい一臓器移植一」大阪よどがわ市民生協

1992年 12月   330Fl

「プロシューム 1月 号―特集米 好きだからごはん つ

くりたいから米」 1993年 1月  330円

「プロシューム 2月 号一特集 便利さがこわいクレ

ジットカー ド」

「女のためのクリニックニュースNo.91-自 己改革ヘ

の方法論をめぐってパート2ほか」

ウイメンズセンター大阪 1992年 11月  300円

「女のためのクリニックニュースNo.92-更 年期が

やってくるほか」 1992年 12月  300円   いた ほか」

ニック きのう今日あしたほか」 1993年 1月  300円

「月刊むすぶ一 自治・ひと。くらしNo.264-特集

クルマ社会を考える/PL法は市民の味方■」

ロシナンテ社 1992年 12月  700円

「月刊むすぶNo.265-特 集  [核 の平和利用?]そ

んなのありか ?―原子力大国日本を考える」

1993年 1月  700円

「Volce第 36号一住民票裁判控訴審 証人尋問決ま

る !」  住民票続柄裁判交流会 1992年 11月  150円

「Voice第 37号-10/27「 国際人権規約と女性の人

権」 集会報告 2 各団体アピール」

1993年 1月  150円

「Voice第 38号一控訴審第 6回 口頭弁論 傍聴お願

いします」 1993年 1月  150円

「アジアと女性解放No.21 -特集タイ女性はなぜ日

本に ?」  アジアの女たちの会 1992年 11月  500円

「おんなの叛逆No.40-特集 元慰安婦たちは訴え

る 」 久野綾子1992年 12月  300円

「あごらNo.179-新聞切 り抜きにみる女の16年パー

ト3 女性元年・メキシヨ会議」

BOC出版部 1992年 11月  2575円

「あごらNo.180 冠婚葬祭とフェミニズム」

1992年 12月  880円

「女性ライフサイクル研究 第二号 特集 児童性的

虐待」 FLC研究所 1992年 11月 1000円

「メンズネットワークNo.6-第 6回例会私のセック

スライフ報告続きほか」

メンズリブ研究会 1992年 5月  200円

「メンズネットワークNo.7-第 7回例会に参加して

ほか」              1992年 7月  200円

「メンズネットワークNo.8-メ ンズリブに寄せてほ

か」               1992年 9月  200円

「シネマ。ジャーナルVo:.24-特 集 デイス・イ

ズ 。マイライフほか」 1993年 1・ 2月  500円

「ファイ ト・パックVol.12-“突撃一番"は 生きて

1993年 2月  330円    「メンズネットワークNo.9-男 にアイデンテイ

ティの確立は必要かほか」 1992年 11月  200円

「女のためのクリニックニュースNo.93 -女のクリ

1993年冬号 500円
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――書 評 一―

『エイジズムーおばあさんの逆襲一』
ニュー・フェミニズム・レビュー 4

樋口恵子編 学陽書房 (1600円 )

わたしの意識の中に「老い」が忍び込み始めたのは、40歳 を迎える直前あたりからだった。もとも
と性的魅力のある存在ではなかったにもかかわらず、容色の衰えを理由に主役の座を下ろされる女優
の心境だった。青春よさようなら、おばさんよこんにちは。こんな考えが頭の中を占めるはずじゃなかっ
た。

その上、丈夫だけが取柄のわたしも、10年近い激しい肉体労働のせいか、腰が痛い、足が痛い、腕
も痛い、アゴが鳴る (ス トレスらしい)、 カラダのあちこちがストライキを起こし始めた。ちょうどそ
の頃、41歳の若さで友人が亡くなった。彼の死後、もはや突然という言葉が失われてしまった。誰に
何があっても不思議ではないのだ。そして昨夏、母が突然入院する事態となった。これまでも、父の

病気もあり薄氷を踏む思いの日々ではあった。しかし、一日でも先にのびて欲しかった出来事はあっ
けなくやって来た。

本書のシリーズは以前から毎回楽しみにしていたが、最初から最後まであっという間に読破したのが、
この『エイジズム』だった。わたしにとって、今や恋愛でもポルノグラフイでもなく「老い」力`一番
身につまされたテーマであったことが、ここにきて判明してしまった。
バーバラ・マクドナルドの「フェミニズムの中のエイジズム」は最初から挑戦的だ。フェミニス ト

たちはバーバラたちの許へ歴史を学びにやってくる。現在かかえているバーバラたちの困難な状況を
知ろうとしない。そこで彼女は言い放つ、「私たちはあなた方の母親でもなければ、祖母でも叔母でも
ない」と。高齢者女性こそが、母性神話の極限にいると明言する。
エミリー・K・ エイベルの「娘の人生と親の介護」の中では、両親の介護が育児に代わって女性の

離職の主たる理由になってきている事実。また介護の社会的サービスの充実を求める声が、あらたな
家族主義の強化へ利用される危険性を指摘しつつ、介護する人、される人、介護者を持たない人を含
めて介護のあり方を模索する。

富岡多恵子×小倉千加子の対談「死に向かう孤独」は「究極の孤独」死を「死に行く側の視点」で
語り合う。

上野千鶴子の「弱者への変容を生きる」はフェミニズムのキーワードが「自立」だったが、ヘルプミー
といえる「依存しながらの自立」の方向を探る新しい課題を投げかける。映画に文学に漫画に筆者た
ちはあらゆる角度から「老い」を解きあかす。

それにひきかえ巻末アンケー ト「男性オピニオンリーダーに聞く・男の老後」の回答の無自覚さは、
羽田澄子の「自作『痴呆性老人の世界』に見る男と女」の中の淋しい男の姿に重なっていく。-21世
紀はババ視座から世の中を変えていく一樋口恵子の言葉が決して夢ではないとこの本を読むと力強い

気持ちになれる。 吉田ミユキ (びお亭 )

＝

原

稿

募

集
＝

上記の書評欄へ投稿をお待ちしています。

女性の目で見直した鋭い批評や,視点を変えた

ユニークなものをお寄せください。

400字 詰原稿用紙に約 2枚,900字前後です。掲

載させて頂いた方には薄々謝,進呈致します。

「あなたの情報 。私の情報」とコラム「私の出

会った本」は知って欲しい本,御意見等に御利用

ください。600字以内。但しこの欄は申しわけあ

りませんが薄々謝も差し上げられませんので念の

ため。

宛先は 〒602京都市上京区下立売通西洞院西入

松香堂書店「ウイメンズ ブックス係」です。

上記両方とも次号の締切りは 1993年 4月 20日 。

編 集 室 か ら

◎本を読む楽しさを満喫した。本を紹介する責任の重

さも。本当に書きたいことを書く本との出会いはス

リリングで刺激的。一読者としてまっすぐに向き合

いたい。「読みたくなる」新刊情報をお届けします。

よろしく。 (M・ Y)

◎新刊紹介を担当するようになり、本との出会いが広

がりました。そして女の本のすそ野の広さを、あら

ためて実感しました。「読み物としても面白い」新

刊情報を目指します。どうぞよろしく。 (Y・ I)

◎次号は1993年 5月 25日 発行の予定です。


